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	応用
	抗原情報
	背景
	Rho型GTPaseのエフェクタータンパク質であり、アクチン細胞骨格の構造とダイナミクスを制御するArp2/3複合体との相互作用を提供する。効率的なアクチン重合に重要。リンパ球および血小板機能の調節因子である可能性がある。Rho型GTPaseのエフェクタータンパク質であり、Arp2/3複合体との相互作用を介してアクチンフィラメントの再構成を制御する（PubMed:12235133、PubMed:12769847、PubMed:16275905）。効率的なアクチン重合に重要（PubMed:8625410、PubMed:12235133、PubMed:16275905）。リンパ球および血小板機能の調節因子である可能性がある（PubMed:9405671）。病原細菌感染時にアクチンフィラメントの再構成とアクチン台座の形成を媒介する（PubMed:18650809）。細胞質細胞骨格における役割に加え、核内でのアクチン重合を促進し、遺伝子転写と損傷DNAの修復を制御する（PubMed:20574068）。核内アクチン重合を促進することでDNA損傷に対する相同組換え（HR）修復を促進し、二本鎖切断（DSB）の運動性を促進させる（PubMed:29925947）。
	研究分野
	ケモカイン;接着結合;Fc ガンマ R を介した貪食;アクチンと細胞骨格を調節;病原性大腸菌感染;
	画像データ
	

	WASP (3Z3) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した U-937 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

